
令和２年９月２４日

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）（重点計画） ○

平成30年度　～　令和3年度　（4年間） 下関市

①計画期間内において、浸水対策を緊急的に実施すべき区域に対する浸水対策整備率を41.9％（H30当初）から56.1％（R3末）に増加させる。
②計画期間内の雨水管理総合計画策定率を0％（H30当初）から100％（R3末）に増加させる。

（H30当初） （R3末）
①浸水対策整備率
　　　　浸水対策整備済み面積（ha）／浸水対策を緊急的に実施すべき区域の面積（ha）

②雨水管理総合計画策定率
　　　　雨水管理総合計画策定済みの計画数／雨水管理総合計画を策定すべき計画数

Ａ　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業内容 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H30 H31 R2 R3 （百万円） 策定状況

筋ヶ浜排水区

A07-001 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水幹線整備事業（東部雨水１号幹線） 95 － ①

A07-002 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水幹線整備事業（東部雨水５号幹線） 76 － ①

A07-010 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水枝線整備事業（東部排水区） 30 － ①

彦島排水区

A07-003 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水枝線整備事業（江の浦排水区） 42 － ①

山陰排水区

A07-004 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水幹線整備事業（大坪雨水４号幹線） 建物等事後調査業務、補償 6 － ①

山陽排水区

A07-005 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水幹線整備事業（東新田雨水１号幹線） 470 － ①

A07-012 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水幹線整備事業（小月雨水３号幹線） 50 － ①

川棚小串排水区

A07-006 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水幹線整備事業（塩田雨水３号幹線） 58 － ①

A07-007 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 雨水枝線整備事業（小串第４排水区） 52 － ①

A07-008 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 新設 90 － ①

全排水区

A07-009 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 全種 雨水管理総合計画策定業務 41 － ②

A07-011 下水道 一般 下関市 直接 下関市 雨水 全種 全排水区雨水渠・排水ポンプ場 50 － ①

合計 1,060

調査・基本設計・詳細設計等 下関市

雨水枝線整備事業（川棚川左岸第２排水区） 雨水枝線、L=190m 下関市

全排水区 下関市

雨水幹線、L=117m 下関市

雨水枝線、L=310m 下関市

雨水枝線、L=32m 下関市

下関市

雨水幹線、L=288m 下関市

下関市雨水幹線、L=100m 

雨水幹線、L=52m 下関市

雨水枝線、L=110m 下関市

費用便益比 備考
（事業箇所）

雨水幹線、L=64m 下関市

3.8%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

番号 事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
市町村名

事業実施期間（年度）

－ Ｃ 42百万円 Ｄ －
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
1,102百万円 Ａ 1,060百万円 Ｂ

（H31末）

別紙５－１

社会資本総合整備計画
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

・実施される要素事業すべてにおいて国土強靭
化を含む。

41.9％ － 56.1％

0.0％ － 100.0％

計画の目標

下水道整備を行い、安全・安心、快適な暮らしを創出して良好な水環境及び潤いのある都市環境を創造すると共に、下関市公共下水道事業における将来像の実現を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値



令和２年９月２４日

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）（重点計画） ○

平成30年度　～　令和3年度　（4年間） 下関市

社会資本総合整備計画
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

下水道整備を行い、安全・安心、快適な暮らしを創出して良好な水環境及び潤いのある都市環境を創造すると共に、下関市公共下水道事業における将来像の実現を図る。

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3 （百万円）

C07-001 下水道 一般 下関市 直接 下関市 川棚小串排水区内水ハザードマップ作成 42 ①

合計 42

番号 一体的に実施することにより期待される効果

C07-001 基幹事業(A07-006～008)等の雨水渠整備とともに、ソフト対策である内水ハザードマップを作成することにより、浸水被害常襲地区の防災体制の推進を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H30 H31 R2 R3

合計 0

番号

備考
（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果 備考

備考

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

市町村名
事業実施期間（年度）

番号 事業者 備考
工種

ハザードマップ 川棚小串排水区内 下関市

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

省略
要素となる事業名 事業内容

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名



計画の名称

（参考図面）水の安全・安心基盤整備

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）（重点計画）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設雨水幹線

排水ポンプ場

雨水管整備済区域

雨水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

彦島排水区

A07-001
雨水幹線整備事業

（東部雨水１号幹線）

A07-002
雨水幹線整備事業

（東部雨水５号幹線）

A07-003
雨水枝線整備事業
（江の浦排水区）

筋ヶ浜排水区

A07-009
雨水管理総合計画策定業務

A07-010
雨水枝線整備事業
（東部排水区）

A07-011
全排水区雨水渠・排水ポンプ場



計画の名称

（参考図面）水の安全・安心基盤整備

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）（重点計画）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設雨水幹線

排水ポンプ場

雨水管整備済区域

雨水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

A07-004
雨水幹線整備事業

（大坪雨水４号幹線）

山陰排水区

A07-009
雨水管理総合計画策定業務

A07-011
全排水区雨水渠・排水ポンプ場



計画の名称

（参考図面）水の安全・安心基盤整備

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）（重点計画）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設雨水幹線

排水ポンプ場

雨水管整備済区域

雨水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

A07-005
雨水幹線整備事業

（東新田雨水１号幹線）

山陽排水区

A07-009
雨水管理総合計画策定業務

P

P

A07-011
全排水区雨水渠・排水ポンプ場

A07-012
雨水幹線整備事業

（小月雨水3号幹線）



計画の名称

（参考図面）水の安全・安心基盤整備

計画の期間

人と自然にやさしく安全で安心して暮らせる下関市の実現（防災・安全）（重点計画）

平成３０年度～令和３年度（４年間） 交付対象 下関市

下水道法による事業計画区域

（整備予定区域）

既設雨水幹線

排水ポンプ場

雨水管整備済区域

雨水管整備計画区域（枝線整備含む）

P

新設（赤）

増設（青）

改築（緑）

全種（紫）

凡 例

整備予定箇所の色分け

A07-008
雨水枝線整備事業

（川棚川左岸第２排水区）

川棚小串排水区

C07-001
川棚小串排水区

内水ハザードマップ作成

A07-006
雨水幹線整備事業

（塩田雨水３号幹線）

A07-007
雨水枝線整備事業
（小串第４排水区）

A07-009
雨水管理総合計画策定業務

A07-011
全排水区雨水渠・排水ポンプ場



【指標1】
計画期間内において、浸水対策を緊急的に実施すべき区域に対する浸水
対策整備率を41.9％（H30当初）から56.1％（R3末）に増加させる。

　①現況値の基準時点 平成３０年３月末

　②実施主体 下関市

　③計測手法

近年床上・床下浸水被害を受けた区域であり、浸水対策を緊急的に実施すべき区域の面
積を（ａ）とし、うち浸水対策整備済み面積（ｂ）の占める割合を浸水対策整備率とする。（ｂ）
／（ａ）　×100 で算出。
浸水対策を緊急的に実施すべき区域の面積306.09haに対して、平成３０年３月末における
浸水対策整備済み面積見込みが128.3haであり、基準時点の浸水対策整備率は128.3／
306.09　×100≒41.9％

　④計測時期 －

　⑤実施主体

　⑥ﾃﾞｰﾀの計測方法

　⑦評価値の求め方

　⑧計測時期 令和４年３月末

　⑨実施主体 下関市

　⑩ﾃﾞｰﾀの計測方法
浸水対策を緊急的に実施すべき区域の面積（ａ）に対する浸水対策整備済
み面積（ｂ）の占める割合であり、（ｂ）／（ａ）　×100で算出

　⑪評価値の求め方

平成３０年３月末から令和４年３月末の間における浸水対策整備予定面積43.37ha（東部排
水区14.69ｈａ、江の浦排水区0.02ha、綾羅木第1排水区2.15ha、小月第1排水区0.36ha、東
新田排水区20.45ha、塩田第1排水区0.93ha、小串第４排水区4.77ha）より、累計整備面積は
128.3＋43.37≒171.7ha、浸水対策整備率は171.7／306.09 ×100≒56.1％

社会資本総合整備計画　成果目標値（定量的指標）の「評価方法書」

 Ａ：計画策定時の「当初現況値」の求め方

 Ｂ：中間評価時のデータの計測方法と「中間目標値」の求め方

 Ｃ：事後評価時のデータの計測方法と「最終目標値」の求め方

※必要に応じて資料を添付してください



【指標2】
計画期間内の雨水管理総合計画策定率を0％（H30当初）から100％（R3
末）に増加させる。

　①現況値の基準時点 平成３０年３月末

　②実施主体 下関市

　③計測手法

計画期間内における雨水管理総合計画を策定すべき計画数（対象：筋ヶ浜・彦島・
山陰・山陽・川棚小串排水区）（ａ）に対する策定済み計画数（ｂ）の割合であり、（ｂ）
／（ａ）　×100で算出。
平成３０年３月末における雨水管理総合計画を策定すべき計画数は１、策定済み
は０より、雨水管理総合計画策定率は0％

　④計測時期 －

　⑤実施主体

　⑥ﾃﾞｰﾀの計測方法

　⑦評価値の求め方

　⑧計測時期 令和４年３月末

　⑨実施主体 下関市

　⑩ﾃﾞｰﾀの計測方法
令和４年３月末における雨水管理総合計画を策定すべき計画数（対象：
筋ヶ浜・彦島・山陰・山陽・川棚小串排水区）（ａ）に対する策定済み計画数
（ｂ）の割合であり、（ｂ）／（ａ）　×100で算出

　⑪評価値の求め方
令和４年３月末における雨水管理総合計画を策定すべき計画数は１、策
定済み予定も１より、雨水管理総合計画策定率は100％

社会資本総合整備計画　成果目標値（定量的指標）の「評価方法書」

 Ａ：計画策定時の「当初現況値」の求め方

 Ｂ：中間評価時のデータの計測方法と「中間目標値」の求め方

 Ｃ：事後評価時のデータの計測方法と「最終目標値」の求め方

※必要に応じて資料を添付してください
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